
⽩浜温泉の成り⽴ちと
これからのまちづくりについて

⽩浜町観光課観光商⼯係 滝本 ⻫
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⾃⼰紹介

⽒名 滝本 ⻫（たきもと ひとし）
所属 観光課観光商⼯係

各種イベントの企画運営や観光プロモー
ションに従事

年齢 43歳（昭和58年8⽉⽣）※公務員歴16年
出⾝ 和歌⼭県⽩浜町
育ち ⽩浜町→東京都（7年間）→⽩浜町
前職 IT企業（3年間）
趣味 駅伝鑑賞
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⽩浜町のご紹介

道後温泉
有⾺温泉

⽩浜温泉
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⽩浜町のご紹介

⼈⼝ 19,199⼈（令和8年6⽉末現在）

⾯積 200.98㎢（森林が約81%）

特産品 クエ、鮎、川添茶
地ビール、かげろう 等
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⽩浜町のご紹介

主産業は観光業
年間観光客数は約300万⼈
ワイキキビーチと⽩良浜が

姉妹浜協定を締結

県内唯⼀の南紀⽩浜空港があり、

⽻⽥空港間を1⽇3便運航（約60分）

関⻄有数の観光リゾート 南紀⽩浜

⽩浜花⽕⼤会
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⽩浜町のご紹介

第3次産業（特に宿泊・飲⾷サービス業）に特化

⽩浜町観光産業経済効果実態調査
和歌⼭県「令和元年和歌⼭県市町村⺠経済計算」より作成

⽩浜町は観光業（外部からの交流⼈⼝）によって稼ぐ産業構造

観光依存度
５５.３％

宿泊客10万⼈増加による
経済波及効果は38億円

雇⽤効果は462⼈増

（全国観光エリア平均 24.8%）



⽩浜町のシンボル「円⽉島」



まるでジブリ「番所⼭公園」



真っ⽩な砂浜と⻘い海が広がる「⽩良浜」



⽇本三古湯の⼀つ南紀⽩浜温泉「崎の湯」



広い岩畳が広がる「千畳敷」



関⻄でも有数のウェディングフォトスポット

WEDDING GARDEN STUDIO
関⻄（⼤阪・京都・神⼾）の任期前撮りロケーション31選より抜粋



熊野⽔軍の伝説が残る断崖絶壁「三段壁」



世界遺産 熊野古道・⼤辺路「富⽥坂」
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⽩浜町のご紹介

⽩良浜

円⽉島

アドベンチャーワールド

熊野古道

崎の湯

南紀⽩浜空港

南紀⽩浜空港から10分圏内で主要な観光名所へ
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⽩浜温泉の成り⽴ち（奈良時代〜）

天皇や皇⼦たちの湯治場「牟婁の温湯」
⻄暦657年、有⾺皇⼦（ありまのみこ）が湯治に訪れたこと、
その後、⻫明天皇、持統天皇、⽂武天皇の⾏幸があったことが
「⽇本書紀」に記されている。

悲劇の皇⼦「有間皇⼦」と献湯祭
孝徳天皇の皇⼦である有間皇⼦は、皇位継承争いのなか謀反を
そそのかされ、藤⽩坂（和歌⼭県御坊市）で処刑された。
⽩浜町にとっては、⽩浜温泉の名を広めた恩⼈として町内に碑を
設置し、毎年6⽉に献湯祭の神事が⾏われている。
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⽩浜温泉の成り⽴ち（明治時代）

海辺の湯治場としての発展
江⼾時代中期から湯治に訪れる客が増え、賑やか
な海辺の湯治場として発展する。
元の湯、屋形湯、浜の湯、崎の湯、まぶ湯、あわ
湯、仙気湯の７つの外湯を「湯崎七湯」と総称し、
発展するが交通の便が悪く、陸の孤島であった。

紀州航路の開拓（外湯の繁栄）
⼤阪からの航路が開拓され、⼤型客船が来航する
ようになり、湯治客だけでなく温泉に⻑期滞在し、
娯楽を⽬的とした観光客が来泉するようになる。
⽩浜温泉は、病気療養の湯治場というより、観光
や保養を⽬的とした観光地として⼀躍有名になる。

明治末期の湯崎温泉
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⽩浜温泉の成り⽴ち（⼤正時代〜）

始まる温泉開発
⼤正８年、「湯崎七湯」とは別に、新たに⽩浜
温泉街を設ける計画がスタート。
⽩浜町内でボーリング⼯法による温泉開発が進み、
近代的な旅館の開業が相次ぐ。

外湯⽂化から内湯への転換
温泉開発の結果、内湯と娯楽設備を完備した近代
的な⼤型旅館が開業。
内湯の便利さが際⽴ち、昭和２年までに湯崎のす
べての宿が内湯を設けることとなる。
これまで⽩浜温泉を⽀えた「湯崎七湯」は収益元
を失い、経営権を村に引渡すことで現在の内湯を
中⼼とした⽩浜温泉街が形成される。

内湯を完備した温泉旅館



© 2026 Shirahama Town

⽩浜温泉の成り⽴ち（昭和時代〜）

団体旅⾏のメッカ
終戦後、旅⾏やレジャーブームとなる時代が訪れ、爆発的
な観光ラッシュが始まる。
会社や⼯場の団体客の増加に伴い、旅館の増築や団体客専
⾨の⼤型旅館が増えていき、昭和４３年には過去最⾼の宿
泊客２３２万⼈を記録した。

旅⾏形態の移⾏
オイルショック等の世界的な不況もあり、旅⾏形態は団体
旅⾏から個⼈旅⾏へシフトしていく。
観光志向の多様化に伴い、⽩浜温泉も温泉だけではなく、
⽩砂のビーチ（⽩良浜）や⽔族館、動物園、アスレチック
等環境の変化に対応しつつ、その時代にあった観光に対応
してきた。
今後も時代の変化に合った観光地の姿を模索することが求
められている。
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⽩浜温泉を取り巻く環境

夏期集中型の観光客の来訪構造
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箱根温泉 月別観光客数の推移
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観光⾯での取り組み

「⽩浜温泉街活性化構想推進計画」の策定（平成28年3⽉）
【計画の⽅向性】

⽩浜町では、町の経済活性化と観光の活性化との結びつきが強く、観光客の増加やこれによる
観光消費額の増⼤は、町に経済的潤いをもたらすといえます。⼀⽅で、観光客は夏季に集中して
いることから、観光による効果を最⼤限に享受できているとはいえません。

そこで、観光による効果の最⼤化を実現するため、⽩浜温泉の観光のあり⽅を「夏季集中型」
から「魅⼒ある通年型」へ転換することを⽬指します。

交流⼈⼝
の拡⼤

魅⼒ある
通年型の観光地を

⽬指す

消費⾦額
の増加

繁盛期
の⻑期化
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観光⾯での取り組み

「⽩浜温泉街活性化構想推進計画」の策定（平成28年3⽉）
【４つの基本⽬標と具体的施策】

基本⽬標１
戦略的観光の推進
①⽇本三古湯周遊プラン

★②⽩浜を拠点とした熊野古道などとの連携
★③⽩浜町内３温泉地の周遊

④体験型メニューの拡充
⑤⾸都圏・海外への情報発信強化とプロモーション

★⑥観光データの分析と活⽤によるマーケティング
★⑦⽩良浜（海⽔浴場）の施設整備
★⑧海洋レジャー活動の推進と海域利⽤ルールの策定
★⑨円⽉島周辺の施設整備
★⑩海岸線沿い遊歩道の改修（⽩良浜〜権現崎〜御船⾜湯）
★⑪海岸線沿い遊歩道の新設（⽩良浜〜湯崎漁港）
★⑫観光案内看板の統⼀化

⑬南紀⽩浜温泉ガイドブックの作成
⑭商店街活性化事業の⽀援
⑮都市公園、三段壁、千畳敷の整備・保全
⑯「道の駅」の登録

基本⽬標２
来訪者の増加と再訪率の向上
⑰冬季における温泉記念⽇の設定
⑱リメンバー⽩浜キャンペーン

★⑲ＭＩＣＥ・スポーツ合宿の誘致
⑳各種イベントの開催・誘致と検証
㉑和歌⼭市からの無料送迎バス運⾏
㉒インバウンド受⼊体制づくり
㉓⾃然景観の保全と活⽤

基本⽬標３
滞在時間の延⻑と消費単価の向上
㉔ブランド⾷材「クエ」の魅⼒発信
㉕⽩浜オリジナルグルメの開発
㉖⼥性をターゲットとしたカフェ、雑貨店等の充実
㉗まち歩きのしくみづくり

★㉘温泉の歴史紹介と源泉の表⽰
㉙交通利便性を⾼めるしくみづくり
㉚まちめぐりを促進する魅⼒ある新たな交通⼿段の導⼊
㉛円⽉島周辺施設セット⼊場券の発⾏

基本⽬標４
事業者や住⺠の意識醸成
㉜⽩浜の魅⼒発⾒プロジェクト
㉝観光振興の核となる⼈材の育成
㉞⽩浜の活性化を持続的に担いうる組織の設⽴
㉟観光地における防災への意識向上
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観光⾯での取り組み

OTAによる宿泊割引クーポンの発⾏※⑥観光データの分析と活⽤によるマーケティング

「⽩良浜ライトパレード」の開催

OTAで利⽤可能な2割〜3割の宿泊クーポンを発⾏
じゃらん、楽天トラベルを活⽤。町内ほぼ全ての宿泊施設で利⽤可能
JAL-DPプランの活⽤で都⼼部からの観光客誘致
コロナウイルス後の2023年から継続実施。
最近は、発⾏直後に完売。

利⽤者情報をデータ分析し、観光PRに活⽤
宿泊クーポン利⽤者データを随時取得
データ分析することで、次年度以降の観光プロモーションに活⽤
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観光⾯での取り組み

⽩浜温泉街を中⼼とした町内周遊イベント※③⽩浜町内３温泉地の周遊

「⽩良浜ライトパレード」の開催
⽩良浜を光と⾳で彩るライトアッププロジェクト
⺠間有志が主導。⾏政に頼らないイベントづくり
ハロウィンやマルシェ、サウナ等関連イベントを実施

「Japan Walls」の開催
町内の壁にプロのアーティストが絵を描くアートプロジェクト
開催期間中はアーティストが町内各所でライブペイントを実施
⽩浜での開催は5年⽬を迎え、アート作品は町内に40カ所
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観光⾯での取り組み

⽩砂を活⽤したビーチスポーツの誘致※⑲MICE・スポーツ合宿の誘致

「南紀⽩浜トライアスロン⼤会」の開催
閑散期の5⽉中旬に開催
全国から約600⼈が参加
前⽇に受付を⾏い、町内周遊を促す

「ビーチアルティメット」競技の誘致
砂浜で⾏うフライングディスク競技
年3回程度、閑散期に開催
2019、2024に国際⼤会を開催。来場者約6,500⼈。
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これからのまちづくりについて

「⽩浜町観光戦略」の策定（予定）
温泉を核とした活⽤可能性調査の実施と施策の検討

⽇本三古湯の歴史と外湯⽂化の再定義

特定のコンテンツ依存からの脱却

中⻑期的な観光の将来ビジョンとそれを実現
するための取り組みを「⽩浜町観光戦略」と
してまとめる
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これからのまちづくりについて

「宿泊税」の導⼊（予定）
旅⾏者の満⾜度や利便性、快適性の向上等、住⺠⽣活と調和した持続可能な観光
振興を図る施策に要する費⽤に充当する

【宿泊税の使途】
観光資源の魅⼒向上
情報発信の充実
誘客促進
まちなみ景観整備
その他データ収集や分析活⽤等



本⽇のまとめ

01 ⽩浜町は⽇本三古湯でもある⽩浜温泉をはじめ、⾃然の
資源に恵まれた関⻄を代表する観光地である

02 ⽩浜温泉は外湯から内湯中⼼に変化した温泉街であり、
その時代に合った観光形態を形成してきた

03 中⻑期的なビジョンを策定し、「温泉」を核とした新たな
観光戦略を策定し、取り組んでいく


